
ソフト系 IT 業実態調査（第一次）集計速報 

【県内 IT 従事者数の状況】 

回答数 71 社（前年 70 社） 

 

ソフト系 IT企業の県内従事者数は、1,381名で、前年度比較 7.6％97名増加。 

増加した９7 名の内訳は、県内本社企業で 72 名、進出企業で、25 名である。 

地域別にみると松江圏域 1,033 名（45 名増加）、出雲圏域 278 名（54 名増

加）。浜田圏域 32 名（１名減少）、益田圏域 38 名（１名減少）だった。 

 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

県内 県外 県内 県外 県内 県外 

小計 1,262 777 1,284 758 1,381 704 

合計 2,039 名 2,042 名 2,085 名 

※県内：県内に本社を置く企業の県内勤務者数と進出企業の県内勤務者の合計 

※県外：県内に本社を置く企業の県外事務所に勤務する従事者の総数 
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【技術者の不足状況】 

IT 企業では 77.5％（昨年 72.9％）の企業が不足としており、その総数はシス

テムエンジニア 223 名（昨年 161 名）。プログラマー151（昨年 127）名の

合計 374（昨年 288）名に上る。昨年と比較し、不足絶対数、不足とする会社

の割合等が上昇しており、業界の繁忙に比し一層人材確保が難しくなっている

と考えられる。 

技術者の不足感を県内本社、進出企業の別でみると、不足とする社数の割合は、

県内本社で 78.3％が、進出企業で 76％が訴えており、やや県内本社企業で不

足感が強いことが伺われる。 

会社の従事者規模別では、その規模の大小を問わず不足感があるが、とりわけ、

３０人以上１００人未満の規模の会社では全社で不足している。 

区分 SE① P② ①or② 有効回答 割合 

ＩＴ企業 
社数 49 40 55 71 77.5% 

不足数 223 151 374 2,085 17.9% 

本

社

別 

県内 
社数 32 27 36 46 78.3% 

不足数 72 61 133 1,927 6.9% 

県外 
社数 17 13 19 25 76.0% 

不足数 151 90 241 158 152.5% 

地

域

別 

松江 
社数 39 30 41 54 75.9% 

不足数 201 132 333 1,631 20.4% 

出雲 
社数 6 7 8 9 88.9% 

不足数 14 16 30 372 8.1% 

浜田 
社数 2 2 3 4 75.0% 

不足数 2 2 4 32 12.5% 

益田 
社数 2 1 3 4 75.0% 

不足数 6 1 7 50 14.0% 




